
 

 

                                                               小島 幸広 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

1  学校給食の充実で、子ども達の健やかな成長発達をめ

ざし 安心、安全な食材を使用した学校給食を(３０分) 
 子育て世帯の多くは、共働きで朝食、夕食は忙しさの中で時間

を費やさない、食生活になってはいる傾向があります。      

外食や中食で手作りする機会が少なくなっており、インスタン

ト食品やお惣菜の利用が多くなっています。加工食品はとても便

利で以前からすると味も品質も改善されていますが、問題は、食

品添加物摂取量が多くなることです。 

農薬、殺虫剤の減農薬、無農薬野菜の利用頻度を高める、加工

食品を手作りにする、添加物を使用していない食品の使用頻度を

高めるなど改善の必要性の意見もあります。子ども達の成長と真

の安心安全を願い以下質問します。 

 

（１) 農薬チエックの強化を。 

（２）合成保存料、着色料、人口甘味料、発色剤、酸化防止剤 

の検査強化及び添加されていない食材に切り替えを。 

（３）ごはん、パンなど外注食材の容器の汚染が原因で食中毒が

発生した事例があります。容器の洗浄強化を。 

（４）添加物の使用のない加工食品、無農薬や減農薬の食材を使

用すると、一食あたりの単価が高くなる事もあるが市の負担

で実施を。 

（５）学校給食の無償化や助成について、財政的にできる施策を

実行するとともに、県や国に実施の要請を。 

 

２ 高齢化が進む社会で今求められている施策は 

                           （３０分） 

 生活保護以下の全額国民年金のみの受給者（支払い年数 25 年以

上）の場合、平均月額 50,764 円です。支払い年数 25 年未満の

40,000 円未満の人は、男性 16，9％、女性 79％となっており、女

性の低年金が極めて深刻になっています。 

また、高齢者の一人住まい住宅について、施設への入居や入院

により管理不全の空き家が多くなっていないかと考えますが、高

齢化が進む社会で今求められている施策について以下質問いたし

ます。 

（１）最低保障年金制度の実現への提言を県、国に訴えていく必

要が求められてと考えます。市として出来る事は。 

（２）高齢者の一人住まい住宅の空き家対策について 

ア  管理不全の空き家件数は。 

イ 空家対策特別措置法および、空家等条例の適用で解決した

件数は。 

ウ  空き家対策の現状は。  
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